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会 議 録 

１ 会議名 

令和８年度 第３回三郷区地域協議会 

２ 議題（公開・非公開の別） 

  ○報告事項（公開） 

・地域自治の推進に向けた今後の方策案について 

○自主的な審議（公開） 

・三郷区の人や自然など美しい風景の魅力発信について 

３ 開催日時 

令和８年６月２５日（木） 午後６時３０分から午後７時３０分まで 

４ 開催場所 

三郷地区公民館 集会室 

５ 傍聴人の数 

２人 

６ 非公開の理由 

  なし 

７ 出席した者（傍聴人を除く） 

・委 員： 保坂会長、片山副会長、小山副会長、稲葉（恵）委員、 

稲葉（里）委員、上原委員、竹田委員、和田委員、渡部委員 

（３人欠席） 

・地域政策課：内海課長、田村（隆）主任 

・事務局：南部まちづくりセンター 稲田所長、小池副所長、荒川係長 

８ 発言の内容 

・会長挨拶 

・会議録の確認：竹田委員と和田委員に依頼 

 

【議題：報告事項 地域自治の推進に向けた今後の方策案について】 
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■ 説明 

 ・地域政策課より資料「地域自治の推進に向けた今後の方策案について」につ

いて説明 

■ 質疑応答 

 ・質問／意見：新しい補助金制度において飲食費が対象外とされている。私た

ちが活動している三郷花を楽しむ会では、活動後に提供する茶

菓子や飲料などは今まで補助対象だったが、新しい制度では補

助対象外になるのか。  

→回答：今までは１割や３割自己負担の制度の中で、補助対象としてき

た経緯があった。新しい補助金制度は１０割補助の予定である。

補助金は法律上、交際費、慶弔費、飲食費、懇親会費など社会

通念上適当でない経費は対象外となる可能性がある。飲食費も

該当する場合があり、一律に認められるとは言えず、例えば走

ったりするイベントで熱中症予防の観点から飲料を補助対象

にする場合もあるが、個別判断となる。  

・質問／意見：地域運営組織に関して、現在三郷区にはまちづくり振興会がある

が、既存の組織が活発に活動するための支援はないのか。年 1回

の他団体との情報交換会だけでなく、困ったときに随時相談で

きる仕組みはあるのか。  

→回答：地域運営組織は、まちづくり振興会のパワーアップ版と言った

ようなイメージである。現在、地域運営組織の立ち上げの支援

を検討しているが、立ち上がった後の運営に関する相談体制の

整備は行う方向であり、既存のまちづくり振興会に対しても、

他団体との情報交換会以外に、まちづくりセンターで相談窓口

を設け、伴走型の支援を行っていく。 

・質問／意見：審査方法について、簡素化と言われたがイメージがわかないの

で、具体的な方法を知りたい。 
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→回答：評価シートは市が作らせていただき、皆さんには地域ビジョン

と事業を照らし合わせて合致しているかや、三郷区の皆さんで取

り組んでいる事業かといった項目ごとに、丸や二重丸などをつけ

て簡易評価を行い、優先順位を付けていただく方法を想定してい

る。審査方法の詳細は検討中であり、委員の負担を抑えながら運

用する予定である。 

・質問／意見：地域協議会委員が審査することについてのストレスはあるが、

誰かがやらなければならないと割り切って、地域で必要な事業を

話し合っていきたい。 

・質問／意見：地域ビジョンの策定をするのか。 

→回答：地域活性化の方向性を作っていただいてあるので、一年目は地

域活性化の方向性を参考に審査をしていただきたい。今後、お

金の使い道をどこに重点を置くかを皆さんの中で決めたもの

が出てくれば、随時地域ビジョンに反映していただければと思

う。何度も作り変えるような負担は想定していない。なお、他

の区では住民にアンケートを取って、地域活性化の方向性とは

別のものを作っている区もある。そういったものを地域ビジョ

ンに一元化していくことも考えられる。 

・質問／意見：事業終了後の評価はどの程度行うのか。実施して終わりになら

ない仕組みが必要ではないか。  

→回答：大事な視点であるが、評価自体が過度な負担にならないようにし

たい。行政評価のような形で、一つ一つの取組ごとに詳細に行う

ことは考えていないが、地域全体として地域振興にどのような効

果があったかを確認いただくことは大切と思うし、市としても補

助事業全体の振り返りは必要と考えている。 
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 ・質問／意見：少人数（２人程度）の活動でも制度の対象となるか。地域独自

の予算事業では２人でも補助対象になっており、現在自分は２

人で活動している。５人集めるのは難しいと思う。 

→回答：地域自治を進める上では、ささやかな関わり方であっても５人

以上の方々が賛同して活動の輪を広げていただくことが大切で

あると考えている。なお、スタートアップ補助金については２人

以上であれば申請可能であり、小規模な活動の支援も想定してい

る。 

 ・質問／意見：制度全体が分かりにくく、イメージがわかない。 

→回答：制度は検討段階であり、本日の意見を踏まえて改善していく。  

 

【議題：三郷区の人や自然など美しい風景の魅力発信について】 

■ 説明 

・会長より、資料１について説明 

・各委員は次の会議までに、役割分担表の中で何を担当したいか考えてくること

になった。（一人２つ担当） 

■ 質疑応答 

・質問／意見：来場者アンケートについて、新しい企画があるのであれば、昨年

のデータをそのまま使用するのではなく、今年の内容に修正して

アンケートを取るべきである。 

   →回答：新しくお楽しみ企画も考えていることから、それについてもアン

ケート項目に入れることにする。 

・質問／意見：フラワーアレンジメント体験は、ワンコインでできるか。 

   →回答：できると思う。 

・質問／意見：体験コーナーを設けることにあたって、予算では無かった傷害保

険の加入をしてもよいか。 

   →回答：可能である。 
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【その他】 

  ・次回の地域協議会：７月２３日（木）午後６時３０分～ 

  ・次々回の地域協議会：８月２７日（木）午後６時３０分～ 

９ 問合せ先 

総合政策部 地域政策課 南部まちづくりセンター 

TEL ：０２５－５２２－８８３１（直通） 

E-mail：nanbu-machi@city.joetsu.lg.jp 

１０ その他 

別添の会議資料もあわせて御覧ください。 


